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1:Ci跡発踊淵ft部の協力を10て， 樹原市久米町所在の久米寺とおi

rlilttli:':it収UIJ 1釘花の了ー 山寺が所蹴する瓦:l;tiの調査を夫施した。

久米寺所磁の瓦は， 多宝搭の北側で出土したもので， 調査したのは， 粁丸瓦3点， •lif平瓦4

｝』�の.n- 7 1.＼である。 tllF丸瓦は， いずれもがj滅が執：しく， 外区外艇の文時：�1は不 IYJである。復原

瓦ぜ！？宅約 21 cm, Bi子の数は 1 + 5 + 9， 位弁 6 弁連繋文 で 6271A 型式で あ る。粁平瓦のう

ち， 均4笹山市文の2点は，II与j切の降るものであるが， 他の2点はhni行山1','i.文•lif-:f.瓦で， 同箔の

ものが貝l前」J＇山土例にみられる。

つぎに， fl；民主所i伎の瓦知は， 1lil ：メL瓦 2 {L •Iii： 、ド瓦 6 点， 丸 ・ 平瓦て草17点， I事仏 1 点の計26

l:i.である。現ずI:, T--J；：；苛：の以から北西にかけて独立正があるが， 本立等は， 乙れの南州の一同

を削平して位、工している。地仏がf山寺（（ f将接する龍Jミ伊，，�1:の北州から発見されたほかは， 子

1：：；ミ1・・の北， Jcl皮の lね·1riliiの山土と伝える。丸・平瓦知 l乙は， 行品工·� tζ川いられた全長 36. 4 cm 

の丸瓦l以と斜桁チ1111文のふ｜ι瓦j ',· 1 .＇去を合む。•！if瓦l乙は， 室町｜時代｛ζI笥るものまであるが， そ

のなかで， 大宮大... ＇｝所川市｜：手しの存｛1：がi'LQされる。それは•！ifメLli 6231C I型式，•Iii：半瓦 6661B 型

式の各ll.t.である。II＼土地点lζぶりがなければ， 付近｛ζ；官跡が存イI：した11J能性も考えられる。

乙のほか， 1l!fメL瓦6308, 6641系の1\ni行J.1._f1，＇（文1if1= .)1�E， 先述した�師寺， 久米寺Ii I上倒と同箔の

ふi行JJf車文粁平瓦がある。NJ仏は， 縦 6.9cm ， 峨 5.3cm， 間法市寺（ii1lfii守）， 大分. I,位空j出ぞJ'

のものと同箔で， 台座下と後界のf1l1J端［ζ獅子を配した小Jf�Jill尊向仰である。 （小林誠一）

久米守Ji:公lif瓦 子1；；，ミ0'11武将瓦 ・ b/J ｛ム
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